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経営理念
想像力を豊かにし、これまでに存在しない全く新しい製品・サービスを創造し、
これをより安く、より速く、世の中に提供することで、人々の豊かな暮らしに貢献いたします。

代表取締役会長 代表取締役社長

株主の皆様へ
平素より格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
第76期の業績について、ご報告させていただきます。

売上高 営業利益 当期（四半期）純利益

第76期 ポイント

海外での自動車部品の生産増により、売上高は前期比9.3％の増収を達成
国内において受注が減少したことを受けて営業利益は前期並み
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財務ハイライト 第76期（2013年3月期）

第2四半期 通期
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www.imasen.co.jp詳細につきましては、当社のIRウェブサイトをご覧ください。

震災の影響があった前期と比べ、北米での新
規受注やタイでの生産が大幅に増加したこと
から、増収となりました。

原価低減活動や海外における受注増が利益貢
献となりましたが、国内における受注減など
が影響し、利益は前期並みとなりました。

特別損失として製品保証引当金を計上してお
ります。



　㈱今仙電機製作所と㈱今仙技術研究所は、4月18日から3日間、インテックス
大阪で開催された「バリアフリー2013」に共同出展いたしました。
　このイベントは、高齢者・障がい者の快適な生活を提案する総合福祉展で、
今年で19回目の開催となります。
　㈱今仙技術研究所は新規開発した簡易形電動車いす「デイリープラス」を展
示。また㈱今仙電機製作所は本イベントで「パワーリフト」を初公開いたしま
した。
　「パワーリフト」は足の不自由なユーザー様をベッドからトイレへ、車いすか
ら自動車へといった日常の移乗をサポートする製品です。
　ご来場の皆様からは、機能が充実した グループの製品に、ご好評・反響をいただきました。
　 グループは、多くのユーザー様からのお声を活かして、福祉現場のニーズに応える製品の開発に努め、安心・安
全・快適な暮らしをサポートしてまいります。

特集企画「 を知る」第10弾
のアジア戦略

　 の長期経営計画「Dream 2020」がスタートし、2年目に入りました。今期はグローバルで
の市場獲得のため、企業体質の変革の時と位置づけ、変化に柔軟に対応できる強い組織を構築しつつ、将
来において飛躍するための準備を積極的に進めております。 グループが関連する自動車業界で
は引き続き新興国市場の拡大が見込まれる他、北米市場の回復もあり、海外においては好調に推移するこ
とが予想されます。今回は、中国と周辺アジア地域における の現状についてご紹介します。

中国における成長戦略について
　 の中国戦略は2001年、広東省広州市に「広州今仙電
機有限公司」を設立したことから始まります。2011年には「武漢
今仙電機有限公司」を設立いたしました。武漢今仙電機有限公司は、
中国内陸部の湖北省に武漢工場と襄陽工場の2つの工場を擁する生
産拠点です。
　中国の自動車市場は世界最大を誇っており、2020年には乗用車
の販売台数が2,000万台を突破する見通しです。 は広
州・武漢・襄陽の3拠点を有効活用し、シートアジャスタ受注拡大
に対応するとともに、中国国内における物流効率の改善を図り、
最適な生産・供給体制の構築を進めてまいります。

武漢今仙電機有限公司の概要
所 在 地：湖北省武漢市、襄陽市
生産品目：シートアジャスタ、他
従業員数：183名（2012年12月末現在）

「バリアフリー2013」に出展

トピックス

タイで10周年記念式典を開催
　 のタイ拠点であるImasen Manufacturing （Thailand） 
Co.,Ltd.（IMTC）が会社設立10周年を迎え、記念式典を開催いたし
ました。式典では永年勤続表彰ならびに生産、品質における優良社
員の表彰を行いました。
　2011年10月の大洪水により、IMTCも工場建屋の浸水被害を受け、
一時稼働を停止いたしましたが、2012年春の完全復旧以降、順調に
生産を拡大してまいりました。
　タイは東南アジア最大の自動車市場であり、自動車生産も増加し

ております。IMTCでは、市場シェ
アを維持し、 グループの
業績への貢献を目指してまいります。

IMTCの概要
所 在 地：タイ国アユタヤ県
生産品目：シートアジャスタ、他
従業員数：595名（2012年12月末現在）
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武漢今仙電機有限公司（武漢工場）
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中国問題の影響があったものの、
北米、タイでの生産増により、
増収となりました。

連結財務諸表

連結貸借対照表 （単位：百万円）

科　目 前期末
（2012年3月31日）

当期末
（2013年3月31日）

資産の部

流動資産 39,229 41,429

固定資産 27,784 32,425

資産合計 67,014 73,855

負債の部

流動負債 28,837 24,802

固定負債 5,262 13,087

負債合計 34,100 37,889

純資産の部

株主資本 33,030 34,439

その他の包括利益累計額 △1,033 589

少数株主持分 917 936

純資産合計 32,914 35,965

負債純資産合計 67,014 73,855

連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

科　目
前期

2011年4月1日～（ 2012年3月31日  ）
当期

2012年4月1日～（ 2013年3月31日  ）
営業活動による
キャッシュ・フロー 1,522 7,258

投資活動による
キャッシュ・フロー △4,098 △6,151

財務活動による
キャッシュ・フロー △1,231 759

現金及び現金同等物に係る
換算差額 △337 355

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少） △4,146 2,222

現金及び現金同等物の
期首残高 9,496 5,350

現金及び現金同等物の
期末残高 5,350 7,573

自動車部品関連事業 ■ 製品別売上高構成 ■ 販売先系列別売上高構成

売  上  高 81,585百万円
 （前期比 9.7％増）

営業利益 2,827百万円
  （前期並み）

連結損益計算書 （単位：百万円）

科　目
前期

2011年4月1日～（ 2012年3月31日  ）
当期

2012年4月1日～（ 2013年3月31日  ）
売上高 78,786 86,123

売上原価 68,685 75,233

売上総利益 10,100 10,890

販売費及び一般管理費 7,289 8,079

営業利益 2,810 2,810

営業外収益 295 1,046

営業外費用 414 248

経常利益 2,692 3,609

特別利益 1,275 155

特別損失 906 1,051

税金等調整前当期純利益 3,060 2,713

法人税、住民税及び事業税 1,277 939

法人税等調整額 288 △2

少数株主損益調整前当期純利益 1,495 1,776

少数株主利益 23 14

当期純利益 1,471 1,761

自動車部品
94.7%

ワイヤーハーネス
3.0%

福祉機器
1.3%

自動車販売
1.0％

事業別
売上構成

シートアジャスタ
86.7%

ランプ
5.5%

リレー
3.1%

ウインドレギュレータ
0.1%

その他
3.5%

ホーン
1.1%

日産
19.7%

日野
0.6%

ホンダ
41.7%

トヨタ
0.5%

ヤマハ
0.2%

三菱
13.4%

富士重
6.4%

マツダ
3.3%

スズキ
1.5%

いすゞ
2.9%

ダイハツ
1.1%

その他
8.7%



この報告書は、環境に配慮し、
ベジタブルインクを使用しております。

会社概要（2013年3月31日現在）

社 名 株式会社今仙電機製作所
Imasen Electric Industrial Co.,Ltd.

設 立 1939年2月1日
資 本 金 4,548百万円
主な事業内容 自動車用機構製品及び電装製品の製造・販売
従 業 員 数 4,699名（連結）

本社所在地 愛知県犬山市字柿畑1番地
営 業 所 東京支店／栃木支店／広島支店／水島連絡所
国 内 拠 点 名古屋工場／岐阜工場／八百津工場

春里工場／可児工場／岡山工場／広島工場

（株式会社九州イマセン）
海 外 拠 点 台湾／フィリピン／米国／中国／タイ／インド／メキシコ

株主メモ

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
基 準 日 定時株主総会・期末配当：毎年3月31日

中間配当：毎年9月30日
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社

同事務取扱場所

郵便物送付先

電話照会先 

愛知県名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
0120-782-031（フリーダイヤル）

同 取 次 窓 口 三井住友信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
単 元 株 式 数 100株
証 券 コ ー ド 7266（東京・名古屋証券取引所市場第一部）
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（単位：円）

第2四半期 通期

所有者別分布状況

配当金の推移

株式の状況
発行可能株式総数 49,195,000株
発行済株式の総数 18,172,737株
株主数 4,320名

大株主（上位10名）

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
本 田 技 研 工 業 ㈱ 1,066 6.04
I M A S E N 取 引 先 持 株 会 756 4.28
日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口） 739 4.19
ヤ マ ハ 発 動 機 ㈱ 613 3.48
㈱ 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 605 3.43
日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 579 3.28
今 仙 電 機 従 業 員 持 株 会 555 3.14
㈱ 第 三 銀 行 505 2.86
第 一 生 命 保 険 ㈱ 426 2.41
三 井 住 友 信 託 銀 行 ㈱ 374 2.12
泫 1．当社は、自己株式545千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
 2．持株比率は自己株式（545千株）を控除して計算しております。

証券会社
1.06％（192千株）

外国人
4.36％（792千株）

その他国内法人
25.55％（4,642千株）

個人・その他
35.17％（6,391千株）

自己株式
3.00％（545千株）

金融機関
30.86％（5,607千株）

株 式 数

株式情報（2013年3月31日現在）

役員（2013年6月20日現在）

代表取締役会長 若 　 山 　 恭 　 二
代表取締役社長 藤 　 掛 　 　 　 治
常 務 取 締 役 亀 　 山 　 弘 　 昌
常 務 取 締 役 中 　 澤 　 哲 　 則
常 務 取 締 役 足 　 立 　 　 　 隆
常 務 取 締 役 佐 々 木 　 鉄 　 二
取 締 役 行 　 友 　 一 　 雄
取 締 役 亀 　 山 　 庸 　 宏

取 締 役 大 　 野 　 真 　 澄
取 締 役 冨 　 田 　 雅 　 博
取 締 役 佐 　 竹 　 克 　 幸
常 勤 監 査 役 長 　 屋 　 三 　 平
常 勤 監 査 役 阿 　 部 　 隆 　 行
監 査 役 宮 　 澤 　 俊 　 夫
監 査 役 長 谷 川 　 周 　 義


